
附属中学校では「自主自律の精神をもち、広い視野に「自主自律の精神をもち、広い視野に
ということを学校教育目標に掲げ、日々の教育活動や様々
行事の中でも中心的な行事である宿泊行事を、今年度か
宿泊行事での学習内容も系統立てたものとして再スター
今回6月20日から22日に行われた各学年の宿泊行事に
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山梨県の富士山の見える富士カームでのグローバルキャンプは、実り

のある充実した２日間でした。お天気にも恵まれ、１日目の夕方と２日目の

朝、富士山はすばらしい雄姿をみんなの前に現してくれました。朝礼で

は富士山を背景に朝日を浴びながらお茶中体操をするという貴重な経験

もできました。もちろんメインの目的である英語の学習や異文化体験と

いうこともしっかり取り組むことができました。いろいろな国々から来られ

ているネイティブの先生と授業だけでなく、食事も共にし、ずっと一緒

にすごした２日間。始めは緊張気味だった１年生もだんだんと慣れてき

て最後のスピーチの発表が終わったときは、とてもいい笑顔でした。

１年生の様子を見ていて印象的だったのは、「講師の先生と、と

ても楽しそうにレッスンや活動に取り組んでいたこと。」「１日の間に

ずいぶんと英語の話し方が変わっていたこと。」「スピーチの準備

にとても真剣に取り組んでいたこと」です。そして日本語（母国語）

以外の言語環境に置かれ、十分にコミュニケーションがとれない状

況で不安を感じたり、少し困ったりしたという体験も実は異文化理

解という点ではよい学習だったと思います。そうした経験があれば

こそ、日本にいる外国人が困ったりとまどったりする思いも理解した

り、共感できたりすることにつながるからです。自分が異文化の中

に身を置くことで、逆の立場（日本という異文化の中にいる人）を

考える良い機会にもなりました。

文責：1年学年主任　市川 千恵美

今年度から青葉の季節の修学旅行となりました。岩手県南部の平泉・

花巻・遠野、そして被災地釜石にも向かう2泊3日盛りだくさんの行程花巻花

です。今回のテーマは「一期一縁　出逢いを大切に」歴史や文化を

いかしたまちおこしの様子や、震災復興・人口流出などの課題と向き

合いながらよりよい地域作りをする人々から学び、CD科で1年次より取

り組んできた『「共生」“多様性”に開かれた社会に向けて』の学びを

深めたいというねらいです。釜石を訪れるにあたり、事前学習では、齋

藤真先生（元・釜石東中教員）をお招きして「釜石の奇跡」由来の被

災体験講話を伺い、復興途上の釜石市鵜住居地区では、宝来館の女

将さんの、被災後の歩み、そして未来につながる熱いお話を聴きまし

た。1日目には、遠野市職員の方より「遠野で民泊を受け入れている意

味・意義」についてのお話を伺い、お客様ではない、共に生活する一

員として民泊に臨みました。作業や手仕事、食事の支度など、様々な

活動を通じて、人とのつながりの大切さや、共によりよく生きるために

必要なことは何かをそれぞれが感じ取ってくれたかと思います。解村

式では、受け入れ先のご家庭の

皆様を前に「青葉の歌」を合唱

しました。今回のご縁を大切に、

更に広げていけることを心から

願っています。

文責：3年学年主任

君和田 雅子

自然と人間社会の共存を目指すユネスコエコパークである志

賀高原で、コミュニケーション・デザイン科（＝CD科）の学

習の一環として、環境学習プログラムをベースとした学習に

取り組みました。

緩衝地域にある自然探勝コースのトレッキングや核心地域を

目指した志賀山登山コースの登山では、湿原に生えるモウセ

ンゴケや岩を巻き込んだ大木の影に輝くヒカリゴケ、エメラル

ドグリーン色の湖水の大沼池など、志賀高原の豊かな自然に

触れることができました。

志賀高原ガイド組合のガイドの方や信州大学自然教育研究

施設の先生など、志賀高原で自然と関わって暮らしている方々

１１年生 グローバルキャンプ  　年生 グ バルキャンプ  　
（異文化体験）

1泊

22年生 志賀高原林間学校  　　年生 志賀高原林間学校  　　
（ESD, 環境学習）

2泊

附属学校園からの
お知らせ

～附属中学校便り～

33年生 東北修学旅行  　　年生 東北修学旅行  　　
（震災学習 , 民泊）

2泊



立って行動する生徒を育成する」立って行動する生徒を育成する」
な行事等に取り組んでいるところです。
ら6月下旬に各学年一斉に行い、
トいたしました。
ついてご紹介いたします。
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から人間と自然の共生についてお話をお聞きする機会も

あり、最終日のディスカッションでは、大自然での体験を

もとにこれからの自分に何ができるのかという具体的な行

動について意見を出し合うことができました。

夜には、大自然の中でのキャンプファイヤーやフォーク

ダンス、クラススタンツ、花火を楽しみました。各クラス

で練習を重ねてきたスタンツはどれも大成功で、思い出

に残る時間を過ごすことができたようです。

「大自然に触れる」１日目、「大自然に挑む」２日目、「大

自然を考える」３日目を通して、日常生活では味わうこと

のできない貴重な体験ができ、これからの自分に何がで

きるのかを考えるきっかけになったことと思います。

文責：２年林間学校担当　有友 愛子

附属学校園からのお知らせ附属学校園からのお知らせ
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【いずみナーサリー】
7月

● 七夕
●避難訓練（地震・火災）
●すいかわり
●いずみナーサリーの日
●ライフ&アート展参加
●水遊び・プール遊び
●寒天遊び

8月

● 避難訓練（不審火対応）
●夏野菜収穫・調理
●水遊び・プール遊び　

９月

● 引き取り訓練　　
●いずみナーサリーの日
 　

【附属幼稚園】
７月

● 誕生会・七夕
● 幼稚園説明会
● 終業式
● 5歳児有志　チャボ・畑の世話
● 夜の園庭でセミの羽化を観察する会
● ライフ×アート展参加

８月

● 同窓会「ちぐさ会」園庭草刈り
　ボランティア

９月

● 始業式
● 生きもの博物館
● 学級懇談会
● PTA主催　講演会
● 避難訓練
● 遠足　飛鳥山公園（4歳）

【附属小学校】
７月

● 保護者会
●情報モラル講習会（5・6年、保護者）
●芝生補植（保護者ボランティア）
●防犯教室
●終業式

８月

● 登校日（４・５・６年）
●林間学校（４・５・６年）

９月

● 始業式
●不審者対応訓練
●保護者会
●開校140周年記念式典
●栄養教育実習
●通学班別会
●校外学習（1年）

【附属中学校】
７月

● 第1回学力テスト（３年）
●保護者会、お茶の子バザー
●夏休み開始

８月

● 夏休み終了
●第Ⅱ期教育実習
●第2回学力テスト（３年）

９月

● 郊外園（２年）：大根の種まき、
サツマイモ畑の雑草取り

●自主研究発表会（保護者参観日）
●生徒祭

【附属高校】
７月

●ＳＮＳについての研修（１年）
●筑波大学附属高校との合同キャリア
講演会（1年）

●学力テスト（１年）
●保護者会（１～３年）
●お茶大英語サマープログラム
　（１・２年生24名）
●終業式

８月

● 東工大サマーチャレンジ （３年生7名）
●イオン アジアユースリーダーズ  in
ジャカルタ（２年生５名）

● APCG2018 in バンコク
（1・2年生8名）
●理数１日体験授業（中学生73名）
●生物学・物理学フィールドワーク
（3年生19名）
●学力テスト（３年）

９月

● 始業式
●第Ⅱ期教育実習
●文化祭
●第２回学校説明会
●進路講演会（２年）
●ノーベル賞受賞者を囲むフォーラム
（1・2年生40名）


